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9　月のこよみ

1日　二百十日、肪

災の日
〃∴ガン制圧月岡

8日　白鴎

9日　菊の節句

11日　二百二十日

15日　敬老の日

〃∴老人福祉週間

始まる

9日　家庭の日

0日　秋社日

〃　航空の日

1日　彼岸入り

〃∴動物愛護週間

始まる

23日　秋分の日

節目　彼岸明け

町民　の動き

年度予算
遠賀町一般会計予算（批…，
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ま　四　’六　　円
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ナ二一九一七‘∴．ふo　‘一万　　え

凡Wll／III〝Ii　住民1人当り町税

例i i∴〝支出予算

※注　住民1人当りの町執二は「たばこ消費執「檀鎖
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男男男　　女女

女女

わんお報町

秋
の
交
通
安
全
運
動

き
た
る
九
月
二
十
七
日
か
ら
十
月
六

日
ま
で
の
十
日
間
、
秋
の
交
通
安
全
遊

動
が
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

今
期
の
安
全
連
動
の
露
点
は

「
歩
行
者
と
く
に
こ
ど
も
と
老
人
の

交
通
恕
故
防
止
を
厳
露
点
と
し
、
あ
わ

せ
て
飲
酒
運
転
の
絶
滅
を
は
か
る
」
こ

と
を
主
目
的
と
す
る
。

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

．
あ
ぶ
な
い
　
あ
ぶ
な
い

ひ
ょ
っ
こ
り
と
び
だ
し
　
う
っ
か

り
お
う
だ
ん
′

タ
飲
ん
で
乗
る
あ
な
た
は
天
国

家
族
は
地
獄
．

－
　
こ
ど
も
や
老
人
を
交
通
事

故
か
ら
守
る
た
め
、
次
の
こ

と
を
呼
び
か
け
る
。

㈹
　
家
庭
に
対
し
て

○
　
交
通
疎
放
の
三
－
ス
な
ど
を
話

題
と
し
て
家
庭
で
交
通
安
全
に
つ

い
て
話
し
合
い
、
こ
ど
も
や
老
人

に
正
し
い
通
行
方
法
な
ど
を
指
導

する。

○
こ
ど
も
を
学
校
に
送
り
出
す
と
き

は
、
次
の
こ
と
に
注
憩
す
る
。

・
遅
刻
さ
せ
な
い
よ
う
に
ゆ
と
り

を
も
っ
て
送
り
出
す
。

・
忘
れ
物
が
な
い
よ
う
に
十
分
注

窓
し
て
や
る
。

・
送
り
出
す
と
き
は
決
し
て
し
か

ら
な
い
。

○
こ
ど
も
に
対
し
て
道
路
や
踏
み
切

り
付
近
で
遊
ば
な
い
よ
う
に
注
窓

する。

○
自
転
車
に
乗
る
こ
ど
も
に
は
、
か

ら
だ
に
あ
っ
た
自
転
車
を
与
え
、

交
通
量
の
多
い
通
路
で
は
乗
ら
な

い
よ
う
に
指
導
す
る
。

㈲
　
運
転
者
に
対
し
て

○
こ
ど
も
や
老
人
の
横
を
通
過
す
、

と
き
は
、
一
度
停
止
す
る
か
、
徐

行
す
る
な
ど
注
惑
し
て
運
転
す

る。
○
学
弦
・
園
児
が
登
下
段
し
て
い
る

通
路
で
は
、
速
度
を
お
と
し
、
注

憩
し
て
運
転
す
る
。

㈲
一
般
に
対
し
て

○
こ
ど
も
が
危
険
な
場
所
で
遊
ん
で

い
る
の
票
見
か
け
た
と
き
は
「
愛

の
一
声
」
を
か
け
て
注
意
す
る
。

2
　
飲
酒
運
転
の
絶
滅
を
は
か

る
た
め
、
次
の
こ
と
を
呼
び

か
け
る
。

㈲
∴
家
慶
に
対
し

○
自
動
車
を
運
転
す
る
者
に
は
、
酒

を
飲
ま
せ
な
い
の
か
エ
チ
ッ
ト
で

謡
故
防
止
上
最
善
の
方
法
で
あ

る。家
庭
で
は
主
婦
が
中
心
と
な
っ
て

こ
の
習
慣
を
守
る
よ
う
に
つ
と
め

る。

S
　
地
域
、
職
域
に
対
し
て

○
冠
婚
葬
祭
や
各
種
会
合
に
お
い
て

は
、
自
動
妻
運
転
す
る
者
に
「

酒
を
飲
ま
せ
な
い
運
動
」
を
推
進

する。

㈲
∴
運
転
者
に
対
し
て

〇
滴
の
出
る
会
合
に
は
、
車
を
運
転

し
て
行
か
な
い
こ
と
や
、
酒
を
飲

ん
だ
ら
絶
対
に
ハ
ン
ド
ル
を
握
ら

な
い
こ
と
を
徹
底
さ
せ
る
。

㈲
　
酒
類
提
供
業
者
に
対
し
て

○
垂
を
運
転
す
る
人
に
は
、
酒
を
絶

対
に
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。

①
　
だ
れ
で
も
出
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
た
め
サ
ー
フ
は
ア
ン
ダ
ー
サ
ー

フ
（
下
か
ら
打
つ
）
に
限
る
。

③
時
間
の
都
合
で
二
セ
ッ
ト
で
得

点
数
に
よ
っ
て
勝
負
決
定

昼
食
後
　
午
後
の
部

⊥
　
マ
ス
ゲ
ー
ム
　
　
　
婦
人
会

2
　
玉
入
れ
　
戸
主
三
名
　
主
緬
二
名

3
　
二
人
三
脚
　
各
区
5
組

4
－
晋
年
リ
レ
‥
　
男
二
・
女
一
一

高
楼
生
徒
・
大
学
些
一
名
以
内
認

め
る

5
　
小
中
学
生
リ
レ
ー

小
学
生
　
勇
一

中
学
生
　
男
一

6
　
混
成
リ
レ
ー

二
六
才
⊥
五
才

三
十
才
～
三
九
才

四
十
才
以
上

7
　
フ
ォ
ー
ク
タ
ン
ス

開
会
午
後
二
時
三
十
分
の
予
定

リ
レ
ー
の
逆
順
は
ス
ト
ッ
プ
ウ
オ

ッ
チ
で
計
り
そ
の
結
果
で
順
位
を
定

める。

少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
八
月
九
日
、
二
十
三
日
）

優
　
勝
　
浅
　
木

今
年
は
じ
め
て
開
催
し
ま
し
た
少
年

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
十
七
チ
ム
が

参
加
し
て
熱
戦
に
次
ぐ
熱
戦
の
呆
優
勝

浅
木
チ
ー
ム
、
準
優
勝
別
府
チ
ー
ム
に

決
定
し
ま
し
た
。

準
優
勝
　
別
　
府

申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
本
大
会
に
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
露
翻

し
て
戴
き
ま
し
た
町
内
の
柴
田
歯
科
医

梯
・
遼
費
ジ
ャ
ー
ナ
ル
主
幹
三
村
擬
に

は
本
紙
を
か
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

各
部
落
共
小
串
学
生
数
が
少
く
ど
の

公
民
館
も
チ
ー
ム
作
り
に
苦
労
さ
れ
た

こ
と
が
伺
え
ま
し
た
が
特
に
男
女
混
成

の
千
代
丸
チ
ー
ム
の
活
躍
は
満
場
の
拍

手
を
あ
び
て
い
ま
し
た
。

各
選
手
は
少
さ
い
な
が
ら
も
グ
ラ
フ

や
バ
ッ
ト
の
さ
ば
き
方
は
大
人
も
顔
負

け
す
る
よ
う
な
あ
ざ
や
か
さ
で
フ
ァ
イ

ン
プ
レ
ー
も
続
出
し
盛
会
の
中
に
終
了

し
た
こ
と
を
主
催
者
と
し
て
障
く
お
礼

遠
賀
郡
民
体
育
大
会

（
八
月
二
十
二
日
）

ク
「
十
月
十
日
」
第
六
回

遠
賀
町
民
体
育
祭
を
開
催
〟

来
る
「
十
月
十
日
の
体
育
の
日
」
に
　
1
、
各
区
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
ト
ー

遠
賀
中
学
較
々
慶
で
第
六
回
町
民
体
育
　
ナ
メ
ン
ト
）

祭
を
閥
催
し
ま
す
の
で
各
区
共
参
加
さ
　
チ
ー
ム
編
戯

れ
て
楽
し
い
町
民
の
集
い
の
盲
に
し
　
男
六
名
　
二
十
六
才
～
二
十
九
才
一
名

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
三
十
才
三
千
九
才
　
四
名

プ
ロ
グ
ラ
ム
残
翼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
十
才
以
上
　
　
一
名

午
前
九
時
開
会
開
始
　
　
　
女
三
名
　
（
二
十
六
才
以
上
）

「
相
撲
」
　
「
野
球
」
柔
道
」
の
三
部
門
で
優
勝

陸
上
も
優
秀
な
成
績

第
十
二
回
遠
賀
郡
体
育
大
会
は
八
月

二
十
二
日
速
効
中
学
桜
を
主
会
場
に
し

て
各
地
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

本
町
は
少
数
の
選
手
で
あ
り
ま
し
た

が
本
大
会
当
番
町
の
面
目
を
か
け
て
選

手
各
位
が
番
斗
せ
ら
れ
て
相
撲
、
野
球

柔
道
の
三
部
門
に
優
勝
、
陸
上
戯
技
、

バ
レ
ー
、
卓
球
、
テ
ニ
ス
等
に
ら
っ
い
て

も
敢
斗
さ
れ
た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
し

ます。毎
年
の
こ
と
な
か
ら
各
種
目
の
通
手

を
さ
か
す
こ
と
が
一
番
の
姥
点
で
す
、

郡
体
は
国
体
等
に
出
濁
し
た
遜
手
は
参

加
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
か

ら
楽
な
気
特
で
参
加
さ
れ
る
こ
と
を
切

望
し
ま
す
。
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十
月
吉
日

がんお証印

職
員
採
用
試
験

遠
蟹
町
職
員
採
用
試
験
（
昭
和
四
十

七
年
度
採
用
候
補
者
）
を
左
記
に
よ
り

実
施
い
た
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す。

己

「
試
験
期
日
十
月
十
八
日
午
前
九
時

二
、
慧
欝
所
遠
賀
町
公
民
館

三
、
試
験
の
方
法

畠
棄
麗

一
般
教
養
（
国
語
、
社
会
、
理
科
、
数

学、

毒
常
轍
）
に
つ
い
て
、
高
等
学
校

卒
業
程
度
の
択
一
式
試
験
お
よ
び
作
文

謀
警
行
な
い
ま
す
。

e
口
述
試
験
、
主
と
し
て
人
物
に
つ

い
て
の
口
述
試
験
を
行
な
い
ま
す
。

四
、
受
験
資
格

に
つ
い
て
〃
‥

昭
和
四
土
筆
三
月
大
学
卒
（
短
大

含
む
）
及
び
高
卒
者

昭
和
四
十
七
年
三
月
大
学
卒
見
込
み

（
短
大
含
む
）
及
び
高
卒
見
込
者
（
男

女
不
問
）

五
、
合
格
発
表

試
験
終
了
後
お
お
む
ね
一
ケ
月
以
内

に
合
、
否
を
決
定
し
本
人
に
通
知
し
ま

す。
合
格
者
は
、
昭
和
四
十
七
年
度
採
用

候
諭
署
名
簿
に
蓬
醸
し
、
昭
和
四
十
七

年
四
月
盲
以
降
欠
貝
の
生
じ
た
と
き

順
次
採
用
し
ま
す
。

六
、
受
験
手
続

役
場
添
え
付
け
の
受
検
申
込
者
に
よ

り
十
月
五
日
ま
で
霧
謀
に
申
込
し
て

下
さ
い
。

乳

児

相

識

実

施

に

日
時
　
毎
月
第
三
月
曜
日

午
前
十
時
か
ら
午
前
十
一
時
ま
で

場
所
　
町
公
民
館
別
館

課
程
　
身
典
、
体
重
の
測
定

巣
遜
指
導

そ
の
他
相
談
謡
項

※
母
子
手
帳
は
必
ず
持
参
の
こ
と
。

〝
定
期
予
防
接
種
実
施
〃

遠
賀
郡
消
防
組
合

消
防
職
員
の
採
用
要
項

一
、
該
当
者

○
初
回
　
生
後
6
ケ
月
以
上
、
そ
の
他

ま
だ
1
回
も
接
種
し
て
な
い

もの。

○
追
加
　
前
年
踵
に
3
回
（
初
回
を
っ

け
た
人
）
接
種
し
た
人
は
追

加
を
受
け
て
下
さ
い
。

二
、
実
施
月
日

ェ
回
目
　
9
月
2
2
日

2
回
日
　
的
月
2
6
日

3
回
目
　
1
2
月
1
日

三
、
時
間
　
午
後
2
時
～
3
時

四
、
場
所
　
公
民
館
ホ
ー
ル

※
当
日
体
温
を
計
っ
て
来
る
こ
と
。

（
熱
が
あ
れ
ば
接
種
出
来
ま
せ
ん
）

異
常
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
受
付
へ
申

し
出
て
不
さ
い
。

母
子
手
帖
は
必
ら
ず
持
参
下
さ
い
。

一
、
採
用
の
人
員

ア
　
消
防
吏
員
　
　
　
8
名
採
用

二
、
消
防
吏
員
の
受
験
及
び

採
用
の
資
格

昭
和
Ⅱ
年
⊥
2
月
2
日
か
ら
昭
和
郷

年
1
2
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で

地
方
公
務
農
法
第
舶
条
に
規
定
す
る

欠
格
条
項
に
該
当
し
な
い
人

イ
志
操
堅
固
な
人

ウ
停
頓
が
健
全
で
四
壁
窒
な
人

工
　
呼
吸
器
疾
患
、
腹
部
内
臓
、
若
し

く
は
皮
膚
に
較
著
な
疾
病
の
な
い
人

オ
言
語
明
り
よ
う
で
、
十
分
発
声
に

た
え
る
人

力
　
体
力
は
、
水
管
一
本
を
か
つ
ぎ
2

0
0
㍍
の
早
駆
け
に
た
え
る
人

手
　
擾
力
は
、
左
右
と
も
3
5
キ
ロ
グ
ラ

ム
以
上
の
人

ク
　
け
ん
す
い
4
回
以
上
に
た
え
る
人

ケ
新
制
高
等
学
校
卒
業
程
度
以
上
の

学
力
春
希
す
る
人
（
試
験
科
目
国
語

数
学
、
理
科
、
社
会
常
総
）

三
、
受
験
の
手
続

ア
　
昭
和
4
6
年
的
月
1
日
か
ら
、
昭
和

4
6
年
1
0
月
8
日
ま
で
に
、
撲
ペ
ン
奮

（
市
販
の
も
の
）
日
誌
の
履
歴
蜜

身
上
宙
1
通
並
び
に
強
酸
願
奮
（
消

防
本
部
に
用
悪
し
て
い
ま
す
）
1

通
、
写
真
3
薬
（
ラ
イ
カ
腹
）
を
遠

建
都
消
防
本
部
総
務
課
庶
務
係
宛
軽

出
し
て
く
だ
さ
い
。

イ
　
試
験
日
　
昭
和
4
6
年
⊥
0
月
1
7
日

ウ
　
採
用
年
月
日
　
昭
和
4
6
年
ュ
2
月
1

日
付
採
用

エ
そ
の
他
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
遷

誼
郡
消
防
本
部
総
務
課
庶
務
係
に
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

◎
遠
賀
郡
消
防
本
部
野

（
水
巻
町
大
事
頓
未
字
入
用
8
8
8
の
2

T
E
1
．
の
－
3
0
0
－
）

小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン
投
与
実
施

一
、
日
　
時
　
⊥
0
月
6
日
ュ
4
時
～
1
5
時

「
場
所
　
公
民
館
ホ
ー
ル

こ
、
該
当
者
生
後
3
ケ
月
か
ら
1
年

未
満
の
乳
児
。

初
回
の
も
の
、
及
び
1

回
没
与
を
受
け
た
も
の

四
、
注
窓
　
下
荊
及
び
熱
の
あ
る
も

の
、
そ
の
他
異
常
と
思

わ
れ
る
も
の
は
医
師
に

相
談
の
上
投
与
を
受
け

て
下
さ
い
。

※
母
子
手
嶋
は
必
ら
ず
持
参
下
さ
い
。

子
宮
ガ
ン
検
診
申
し
込
に
つ
い
て

昭
和
4
6
年
踵
子
宮
ガ
ン
検
診
を
実
施
し
一
、
検
診
料
　
五
〇
〇
円
（
申
込
み

ま
す
の
で
希
蟄
者
は
人
員
に
制
限
が
あ
　
　
　
　
　
の
際
納
入
下
さ
い
）

り
ま
す
の
で
早
め
に
申
込
み
下
さ
い
。
一
、
検
診
予
定
月
日
　
1
0
月
中
旬

己
申
込
期
日
　
9
月
5
0
日
ま
で

申
込
勘
所
　
住
民
課
衛
生
係

※
日
時
は
申
し
込
み
締
切
り
後
決
定
し

て
通
知
し
ま
す
。

し
尿
浄
化
槽
設
置
者
講
習
会

秋
季
畜
犬
登
録
及
び
狂
犬
病

予
防
注
射
の
実
施
に
つ
い
て

一
、
日
時
　
九
月
十
八
日
　
十
時
～
十

二
時

二
、
場
所
　
公
民
館
別
館

三
、
講
習
内
容

C
し
尿
浄
化
棚
の
種
類

⇔
し
尿
浄
化
槽
の
機
通

日
し
尿
浄
化
相
殺
涯
に
伴
う
放
流
先

及
び
稚
詩
管
理
に
つ
い
て

⑬
そ
の
他

十
月
四
日
　
虫
生
津
公
民
館

十
時
～
十
一
些
千
分

浅
木
小
学
校

十
三
堕
二
十
分
～
十
六
時

出
門
小
学
校

十
時
～
十
一
彗
一
十
分

公
民
館
ホ
ー
ル
前

〟
乳
児
健
廉
診

己

一
、
日
時
　
9
月
細
目
　
1
4
時
～
ュ
5
時

二
、
場
所
　
公
民
館
別
館

十
一
二
時
三
女
～
十
六
時

十
月
二
十
六
日
公
民
館
ホ
ー
ル
前

十
四
時
～
十
六
時

手
数
料

登
録
手
数
料
（
新
規
登
録
者
の
み
）

三
（
＝
6
円

注
射
手
数
料
　
　
　
二
〇
〇
円

断
実
施
〝

三
、
該
当
者
満
1
才
未
満
の
乳
児

※
母
子
手
幅
は
必
ら
ず
持
参
の
こ

と。

従
　
業
　
員
　
募
　
集

職

　

種

採
用
人
員

採
用
条
件

給

　

与

艶
麗
所

作
業
職

男
5
名

女
3
名

身
体
強
健
な
方

特
に
男
子
は
3
交
替
勤
務

可
能
な
方

年
令
　
1
8
～
4
5
才

当
社
給
与
基
韓
に
よ
る

遠
賀
郡
遠
賀
町
今
古
賀
字

面
窮
所

面
接
日
時

襲
竃
類

連
絡
妙
所

曳
船
　
日
進
化
学
株
式
会

社
本
社
（
渡
辺
産
業
内
）

日
進
化
学
本
社

昭
和
4
6
年
9
月
如
～
綱
目

9
時
～
1
6
時

履
歴
荘
　
戸
籍
抄
本

北
九
州
市
八
幡
区
永
犬
丸

字
丸
ケ
谷
　
長
谷
川
　
進

T
E
L
O
9
3
－
◎
0
3
6
5
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遠
賀
町
に
献
血
会
が

で
き
た
こ
と
を
こ
存
じ
で
す
か
9

－
1
会
員
に
な
れ
ば
、
万
一
の
と
き
本
人
も
家
族
も

必
要
な
だ
け
輸
血
用
血
液
が
も
ら
え
ま
す
　
ー

輸
血
の
助
け
合
い
制
度
で
あ
る
献
血
会
の
趣
旨
に
賛
成
し
た
当

町
居
住
者
の
方
を
会
員
と
す
る
憲
賀
町
献
血
会
』
が
去
る
昭
和

四
十
六
毎
三
万
に
発
足
し
ま
し
た
。

既
に
五
七
八
怯
帯
。
二
〇
三
二
名
の
方
が
会
貝
に
な
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。
あ
な
た
も
、
す
ぐ
入
会
し
ま
し
ょ
う
／

★
献
血
会
と
は
ど
ん
な
会
で

し
ょ
う
か

○
献
血
会
は
、
相
互
扶
助
の
相
律
に
も

と
す
き
、
会
見
が
日
頃
献
血
し
て
お

き
、
会
員
や
家
族
の
方
に
該
血
を

必
要
と
す
る
手
術
や
、
怪
我
が
起
き

た
と
き
、
必
要
丑
の
血
液
を
腿
供
す

る
こ
と
」
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

○
も
し
、
あ
な
た
や
、
ど
家
族
に
輸
血

が
必
蒙
に
な
り
、
血
液
を
集
め
る
た

め
十
人
も
二
十
人
も
の
人
に
頼
ま
ね

ば
な
ら
な
い
契
雪
こ
れ
を
個
人
で

集
め
る
の
は
大
変
な
こ
と
で
す
。

知
人
や
親
類
が
少
い
と
さ
は
ど
う

し
て
よ
い
か
途
方
に
く
れ
る
で
し
ょ

う。
○
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
ほ
大
変

で
す
。
そ
こ
で
輸
血
の
共
済
制
度
と

も
い
え
る
献
血
会
を
つ
く
り
、
日
頃

会
員
が
定
期
に
献
血
し
、
そ
の
献
血

手
帳
は
献
血
会
で
一
浩
保
管
し
て
お

き
、
こ
の
献
血
手
帳
で
会
員
や
家
族

に
輸
血
の
必
要
を
生
じ
た
と
き
は
、

優
先
し
て
輸
血
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

迎
傭
し
て
お
く
の
で
す
。

○
『
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
で
す
」
あ

な
た
や
、
ご
家
族
の
生
命
を
守
る
た

め
、
献
血
会
に
入
会
し
ま
し
ょ
う
。

★
誰
で
も
献
血
会
に

入
会
で
き
る
の
か

遠
賀
町
に
居
住
す
る
人
で
次
に
概
当

す
る
方
な
ら
醇
で
も
会
員
に
な
れ
ま
す

○
男
女
と
も
満
〓
ハ
才
以
上
六
十
五
才

轟
の
方
は
ど
な
た
で
も
『
正
会
員

』
に
な
れ
ま
す
。

こ
の
年
令
属
の
方
が
向
一
世
詩
に
数

人
お
ら
れ
る
と
き
は
全
員
が
正
会
員

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
正
会
員
は
多

い
ほ
ど
献
血
会
の
運
営
が
円
滑
に
で

き
ま
す
。

○
壁
ハ
十
五
才
以
上
の
方
だ
け
の
高
令

世
話
の
世
篇
主
は
按
全
室
と
し

て
入
会
し
て
く
だ
さ
い
。

★
ど
こ
で
入
会
手
続
を
す
れ

ば
よ
い
か

遠
賀
町
役
場
住
民
課
金
諸
⑨
三

三
四
）
に
献
血
会
加
入
申
込
密
の
用
紙

が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
あ
な
た
と

ご
家
族
の
氏
名
を
記
入
す
れ
ば
よ
い
の

です。入
会
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ
は
住
民

課
へ
ど
し
ど
し
お
萩
せ
下
さ
い
。

★
献
血
会
に
入
会
す
る
と

○
正
会
員
は

献
血
会
で
は
毎
年
四
回
（
五
月
、
七

月
、
三
月
、
二
月
）
に
分
け
て
定
期

の
集
団
献
血
を
叶
い
ま
す
の
で
こ
の
ど

れ
か
の
楽
団
献
血
に
年
一
回
参
加
す
れ

ば
よ
い
の
で
す
。

年
一
国
参
加
す
れ
ば
、
た
と
え
比
重

検
査
等
に
不
合
格
と
な
り
、
採
血
で
き

な
か
っ
た
場
合
も
、
ど
本
人
は
勿
論
と

家
族
の
方
も
輸
血
が
必
襲
な
と
き
は
、

必
要
宜
の
血
液
を
日
赤
血
液
セ
ン
タ
ー

か
ら
提
供
し
て
も
ら
え
る
の
で
す
。

し
か
し
、
正
会
員
に
な
っ
て
も
、
定

期
献
血
に
引
き
続
き
四
回
参
加
し
な
い

と
き
は
、
会
員
の
資
格
が
消
滅
し
ま
す

の
で
、
そ
う
な
っ
て
は
血
液
の
供
給
毒

づ
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
湛
会
風
は

年
令
御
眼
の
た
め
献
血
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
迎
会
員
の
方
に
は
住
民
の
加

入
を
勧
誘
し
て
も
ら
っ
た
り
、
定
期
集

団
献
血
の
擦
、
い
ろ
い
ろ
お
世
話
し
て

も
ら
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
∴
準
金
属
と
そ
の
家

族
は
正
会
員
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
血

液
の
供
給
李
っ
げ
ろ
こ
と
が
で
き
ま
す

★
採
血
は
ど
の
よ
う
に
し
て

行
う
か

○
菜
園
献
血
が
行
な
わ
れ
る
月
に

な
る
と
、
地
元
の
蚕
風
か
ら
日
時
、

場
所
が
知
ら
さ
れ
ま
す
の
で
正
会
員

の
方
は
、
つ
と
め
て
献
血
に
参
加
し

て
下
さ
い
。

り
ま
す
。

0
0
危
険
窃
取
馨
試
験
に
つ
い
て

従
前
の
甲
種
、
乙
種
免
状
に
加
え
て

両
親
免
状
が
新
た
に
設
け
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
丙
種
免
状
は
、
ガ
ソ
リ
ン
、

灯
油
、
軽
油
、
蛋
油
第
4
石
油
類
、
勅

捕
物
油
類
の
取
り
扱
い
が
出
来
ま
す
。

指
定
教
壇
以
上
の
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油

等
の
危
険
物
を
貯
蔵
取
り
扱
い
を
す
る

蝿
合
は
、
こ
れ
ら
の
免
状
が
必
要
で

す
。
免
状
が
な
い
と
こ
れ
ら
の
危
険
物

の
取
り
扱
い
が
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
か

ゝ
る
取
り
扱
い
を
さ
れ
る
方
は
、
昭
和

統
率
9
月
2
7
日
よ
り
受
け
付
け
が
始
ま

る
予
定
の
取
拇
箸
鹸
誌
を
受
け
て
下
さ

の
危
険
物
取
り
扱
い
に
つ
い
て

旧
法
で
許
可
を
受
け
て
い
る
施
設
に

つ
い
て
も
取
り
扱
い
額
等
が
一
部
変

っ
て
お
り
ま
す
の
で
こ
注
窓
下
さ
い
。

な
お
詳
細
に
つ
い
て
は
遠
賀
郡
消
防

本
邸
予
防
課
（
T
E
L
O
6
3
　
（
0
0
）
～

5
0
0
1
）
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
下
さ
い
。

印
鑑
登
録
す
る
「
は
ん
こ
」
に
つ
い
て

登
録
す
る
「
は
ん
こ
」
は
、
C
ぶ
ち

が
欠
け
た
り
、
き
頚
、
ま
減
し
た
も
の

e
姓
名
の
彫
り
方
が
複
雑
で
、
戸
籍
の

姓
名
素
震
わ
し
て
い
な
い
も
の
㊦
市
販

さ
れ
て
い
る
通
称
三
文
判
と
い
わ
れ
る

も
の
㈲
そ
の
他
印
影
が
不
鮮
明
な
も
の

は
、
登
録
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
現
在
は

印
鑑
登
録
の
必
襲
性
の
な
い
方
で
も
、

普
段
か
ら
登
録
す
る
の
に
適
当
な
（
娃

だ
け
で
な
く
、
名
も
彫
っ
て
あ
る
）
「

は
ん
こ
」
を
持
っ
て
お
く
よ
う
に
い
た

し
ま
し
ょ
う
。

※
　
市
町
村
役
場
に
馨
録
し
た
「
印
鑑

（
実
印
）
」
が
、
他
の
「
は
ん
こ
」
と

違
う
点
は
、
印
鑑
亜
明
哲
が
取
れ
る
こ

と
で
あ
り
、
実
印
に
印
鑑
証
明
評
を
添

付
す
れ
ば
、
財
産
の
名
儀
変
更
や
、
財

産
相
続
の
権
利
を
放
棄
し
た
り
、
借
金

の
保
証
人
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
実
印
の
霜
要
性
を
よ
く

認
識
さ
れ
、
普
段
か
ら
実
印
を
大
切
に

取
り
扱
う
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

郵
便
局
の
簡
易
保
険
に

新
ら
し
い
保
険
が
で
き
ま
し
た

た
い
せ
つ
な
郵
便
は
受
箱
で
〃
‥

危
険
物
制
度
の
変
更
に
つ
い
て

昭
和
郊
年
6
月
1
日
の
潤
陽
を
改
正
　
に
よ
っ
て
危
険
物
鯛
寒
が
変
っ
て
お

年
々
増
加
し
大
型
化
す
る
皆
嫌
の
た

い
せ
つ
な
郵
便
を
、
よ
り
早
く
、
安
全

確
実
に
お
届
け
す
る
た
め
に
、
全
家
庭

に
郵
便
受
箱
と
蒙
嚢
札
を
設
置
し
て

い
た
だ
く
運
動
を
全
国
の
郵
便
局
で
展

開
し
て
お
り
ま
す
。

郵
便
受
箱
と
家
撞
表
札
を
投
証
し
て

い
た
だ
き
ま
す
と
、
郵
便
の
配
達
が
ス

ピ
ー
ド
化
さ
れ
、
誤
っ
た
配
達
が
な
く

な
り
、
ま
た
、
翼
選
さ
れ
た
郵
便
が
風

で
飛
び
、
紛
失
し
た
り
汚
れ
る
こ
と
も

な
く
安
全
確
実
に
お
受
取
り
で
き
ま

す。
郵
便
局
で
は
家
族
表
札
を
荒
催
し
、

詰
ろ
う
優
美
で
大
型
の
郵
便
も
入
れ
ら

れ
る
郵
政
省
棟
逝
規
格
受
箱
奮
葬
で

あ
っ
せ
ん
し
て
お
り
ま
す
の
で
受
箱
を

綾
匪
さ
れ
て
お
ら
れ
な
い
こ
家
庭
は
是

非
こ
の
郵
政
省
頼
車
規
格
受
箱
を
購
入

い
た
だ
き
毀
匪
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
こ

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
こ
希
望
の
ご
家
庭
は
屯
話
で

裕
で
す
か
ら
ど
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
お

届
け
し
ま
す
。
　
　
遠
賀
川
郵
便
局


